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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】ケーブルが分岐する箇所のケーブルラック下部 
に装着することで、ケーブル群と分岐ケーブルの絡まり 
を抑えると共に、下方空間へのケーブルの垂れ下がりを 
防止しつつ横切る分岐ケーブルを隠すことが可能なケー 
ブルラック用ブラインドプレートを提供する。
【解決手段】ケーブル群２が敷設されたケーブルラック 
５の下部に備えられるブラインドプレート１であって、 
ケーブル群２から分岐する分岐ケーブル３をケーブルラ 
ック５のレール部６まで案内可能な平板状の支持プレー 
ト１０と、該支持プレート１０の両側に設けられケーブ 
ルラック５のレール部６と接続可能な接続部１１と、か 
ら構成され、該支持プレート１０の前縁部及び後縁部に 
は鉛直上方に延伸する所定高さの落下防止壁１０ａが形 
成されて成り、分岐ケーブル３が、支持プレート１０を 
経由しレール部６を上方へ立ち上がってケーブルラック 
５外へ分岐される。
【選択図】図２

評価書の請求　未請求　請求項の数　4　　ＯＬ　（全9頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ケ ー ブ ル 群 が 敷 設 さ れ た ケ ー ブ ル ラ ッ ク の 下 部 に 装 着 さ れ る ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト で あ っ  
て 、
　 ケ ー ブ ル 群 か ら 分 岐 す る 分 岐 ケ ー ブ ル を ケ ー ブ ル ラ ッ ク の レ ー ル 部 ま で 案 内 可 能 な 平 板  
状 の 支 持 プ レ ー ト と 、 該 支 持 プ レ ー ト の 両 側 に 設 け ら れ ケ ー ブ ル ラ ッ ク の レ ー ル 部 と 接 続  
可 能 な 接 続 部 と 、 か ら 構 成 さ れ 、
　 該 支 持 プ レ ー ト の 前 縁 部 及 び 後 縁 部 に は 鉛 直 上 方 に 延 伸 す る 所 定 高 さ の 落 下 防 止 壁 が 形  
成 さ れ て 成 り 、
　 分 岐 ケ ー ブ ル が 、 支 持 プ レ ー ト を 経 由 し レ ー ル 部 を 上 方 へ 立 ち 上 が っ て ケ ー ブ ル ラ ッ ク  
外 へ 分 岐 さ れ る こ と を 特 徴 と す る ケ ー ブ ル ラ ッ ク 用 ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 支 持 プ レ ー ト に 、 分 岐 ケ ー ブ ル を 挿 通 可 能 な 開 口 孔 が 形 成 さ れ て 成 る こ と を 特 徴 と  
す る 請 求 項 １ に 記 載 の ケ ー ブ ル ラ ッ ク 用 ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 接 続 部 が 、 支 持 プ レ ー ト の 両 側 端 か ら 鉛 直 上 方 に 延 伸 す る 接 続 プ レ ー ト で 構 成 さ れ  
て 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の ケ ー ブ ル ラ ッ ク 用 ブ ラ イ ン ド プ  
レ ー ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 接 続 プ レ ー ト に 、 上 方 へ 立 ち 上 が っ た 分 岐 ケ ー ブ ル を 掛 止 可 能 な 掛 止 フ ッ ク が 形 成  
さ れ て 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の ケ ー ブ ル ラ ッ ク 用 ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 ケ ー ブ ル ラ ッ ク に 関 し 、 詳 し く は 、 ケ ー ブ ル ラ ッ ク 内 の ケ ー ブ ル 分 岐 部 分 に  
お い て 、 横 切 る ケ ー ブ ル を 下 方 か ら 目 視 で き な い よ う に 目 隠 し し つ つ 、 ケ ー ブ ル 同 士 の 絡  
ま り や 垂 れ 下 が り を 防 止 可 能 な ケ ー ブ ル ラ ッ ク 用 ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト に 関 す る も の で あ る  
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 電 源 や 通 信 等 に 使 用 さ れ る ケ ー ブ ル の 配 設 に は 、 配 管 や ケ ー ブ ル ラ ッ ク 等 が 使 用  
さ れ て い る 。 そ の 中 で も ケ ー ブ ル ラ ッ ク は 、 天 吊 式 で あ っ て 綺 麗 に 配 線 を ま と め る こ と が  
可 能 で あ る と 共 に 、 大 量 の ケ ー ブ ル を 乗 せ る こ と が 可 能 で あ り 、 ケ ー ブ ル 配 線 の 集 中 し や  
す い 電 気 機 械 室 を は じ め 、 工 場 や ト ン ネ ル な ど 多 く の 場 面 で 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 ケ ー ブ ル ラ ッ ク に 載 せ ら れ る ケ ー ブ ル は 、 数 本 か ら 多 い 時 で 数 十 本 も あ  
る た め 、 こ れ ら の ケ ー ブ ル 群 が 合 流 ・ 直 交 す る 交 差 部 分 や 、 ケ ー ブ ル が 収 束 す る 幹 線 部 分  
は 特 に 煩 雑 と な り 、 敷 設 し た ケ ー ブ ル の ル ー ト 変 更 時 に は 、 該 当 ケ ー ブ ル 元 を 強 引 に 引 き  
出 し て 移 動 し た り 、 該 当 ケ ー ブ ル を 切 断 し ル ー ト 変 更 後 に 接 続 し 直 し た り す る こ と と な る  
。 そ の た め 、 一 部 の ケ ー ブ ル を 分 岐 さ せ る 作 業 に お い て 、 作 業 時 間 の 増 加 や 作 業 効 率 の 悪  
化 、 更 に は ヒ ュ ー マ ン エ ラ ー 等 に よ る 障 害 が 発 生 し や す い 、 と い っ た 問 題 が あ っ た 。
　 ま た 、 分 岐 方 向 か ら 遠 い 位 置 に 敷 設 さ れ て い る ケ ー ブ ル を 分 岐 す る 際 、 他 の 敷 設 ケ ー ブ  
ル の 上 下 を 横 切 る こ と と な り 、 そ の 横 切 る 分 岐 ケ ー ブ ル が ケ ー ブ ル ラ ッ ク の 下 方 か ら 見 え  
て し ま う た め 、 美 観 を 損 ね て し ま う と い っ た 問 題 が あ っ た 。
　 さ ら に 、 ケ ー ブ ル の 分 岐 箇 所 に お い て 、 分 岐 ケ ー ブ ル の 余 剰 部 分 が ケ ー ブ ル ラ ッ ク の 隙  
間 か ら 下 方 に 垂 れ 下 が り 、 下 方 空 間 を 通 過 す る 際 に 支 障 を き た し て し ま う と 共 に 、 や は り  
美 観 を 損 ね て し ま う と い っ た 問 題 が あ っ た 。
　 そ こ で 、 ケ ー ブ ル の 配 線 分 岐 工 事 に お け る 作 業 効 率 性 を 高 め つ つ 、 ケ ー ブ ル の 分 岐 部 分  
に お け る 垂 れ 下 が り を 防 止 し 、 美 観 を 損 な わ な い 様 な ケ ー ブ ル ラ ッ ク が 求 め ら れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 上 記 問 題 を 解 決 す べ く 、 特 許 第 ３ ７ ５ ４ ９ ５ ２ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） で は 、 電 話 交 換 機  
に て 配 設 さ れ る 大 量 の 渡 し 線 に お い て 、 渡 し 線 支 持 フ レ ー ム を コ ー ナ ー に 設 け 、 該 渡 し 線  
支 持 フ レ ー ム に 設 置 し た 複 数 の 案 内 棒 に よ っ て 渡 し 線 を 層 分 け し 、 配 線 作 業 を 容 易 に す る  
技 術 提 案 が な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ の 技 術 提 案 で は 、 直 線 部 分 に お け る 渡 し 線 の 途 中 分 岐 に  
つ い て は 想 定 し て お ら ず 、 さ ら に 、 複 数 の 案 内 棒 に よ っ て ケ ー ブ ル 群 が 密 集 し た 上 で の ケ  
ー ブ ル 分 岐 を 行 う 場 合 、 他 ケ ー ブ ル と の 絡 ま り が 発 生 す る 可 能 性 が 高 ま る た め 、 結 果 的 に  
作 業 効 率 を 下 げ る こ と と な り 、 上 記 問 題 の 解 決 に は 至 っ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 出 願 人 は 、 従 来 の ケ ー ブ ル ラ ッ ク に お け る ケ ー ブ ル の 分 岐 作 業 に お け る 作 業 効 率 性 及  
び 美 観 の 問 題 に 着 目 し 、 ケ ー ブ ル 群 と 分 岐 ケ ー ブ ル と の 分 岐 部 分 に て 、 該 ケ ー ブ ル 群 を 煩  
雑 に す る こ と な く 作 業 可 能 で 且 つ ケ ー ブ ル ラ ッ ク 下 方 か ら の 目 隠 し 可 能 な 装 着 具 を 提 供 で  
き な い も の か と の 着 想 の も と 、 ケ ー ブ ル が 分 岐 す る 箇 所 の ケ ー ブ ル ラ ッ ク 下 部 に 装 着 す る  
こ と で 、 分 岐 ケ ー ブ ル を ケ ー ブ ル 群 の 下 方 か ら 分 岐 先 へ 延 伸 さ せ 、 該 ケ ー ブ ル 群 と 分 岐 ケ  
ー ブ ル の 絡 ま り を 抑 え る と 共 に 、 下 方 空 間 へ の ケ ー ブ ル の 垂 れ 下 が り を 防 止 し つ つ 横 切 る  
分 岐 ケ ー ブ ル を 隠 す こ と が 可 能 な ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト を 考 案 し 、 本 考 案 に か か る 「 ケ ー ブ  
ル ラ ッ ク 用 ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト 」 の 提 案 に 至 る も の で あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ７ ５ ４ ９ ５ ２ 号 公 報
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 考 案 は 、 上 記 問 題 点 に 鑑 み 、 ケ ー ブ ル が 分 岐 す る 箇 所 の ケ ー ブ ル ラ ッ ク 下 部 に 装 着 す  
る こ と で 、 ケ ー ブ ル 群 と 分 岐 ケ ー ブ ル の 絡 ま り を 抑 え る と 共 に 、 下 方 空 間 へ の ケ ー ブ ル の  
垂 れ 下 が り を 防 止 し つ つ 横 切 る 分 岐 ケ ー ブ ル を 隠 す こ と が 可 能 な ケ ー ブ ル ラ ッ ク 用 ブ ラ イ  
ン ド プ レ ー ト を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 考 案 は 、 ケ ー ブ ル 群 が 敷 設 さ れ た ケ ー ブ ル ラ ッ ク の 下 部 に  
装 着 さ れ る ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト で あ っ て 、 ケ ー ブ ル 群 か ら 分 岐 す る 分 岐 ケ ー ブ ル を ケ ー ブ  
ル ラ ッ ク の レ ー ル 部 ま で 案 内 可 能 な 平 板 状 の 支 持 プ レ ー ト と 、 該 支 持 プ レ ー ト の 両 側 に 設  
け ら れ ケ ー ブ ル ラ ッ ク の レ ー ル 部 と 接 続 可 能 な 接 続 部 と 、 か ら 構 成 さ れ 、 該 支 持 プ レ ー ト  
の 前 縁 部 及 び 後 縁 部 に は 鉛 直 上 方 に 延 伸 す る 所 定 高 さ の 落 下 防 止 壁 が 形 成 さ れ て 成 り 、 分  
岐 ケ ー ブ ル が 、 支 持 プ レ ー ト を 経 由 し レ ー ル 部 を 上 方 へ 立 ち 上 が っ て ケ ー ブ ル ラ ッ ク 外 へ  
分 岐 さ れ る 手 段 を 採 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 考 案 は 、 前 記 支 持 プ レ ー ト に 、 分 岐 ケ ー ブ ル を 挿 通 可 能 な 開 口 孔 が 形 成 さ れ て  
成 る 手 段 を 採 る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 本 考 案 は 、 前 記 接 続 部 が 、 支 持 プ レ ー ト の 両 側 端 か ら 鉛 直 上 方 に 延 伸 す る 接 続  
プ レ ー ト で 構 成 さ れ て 成 る 手 段 を 採 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た さ ら に 、 本 考 案 は 、 前 記 接 続 プ レ ー ト に 、 上 方 へ 立 ち 上 が っ た 分 岐 ケ ー ブ ル を 掛 止  
可 能 な 掛 止 フ ッ ク が 形 成 さ れ て 成 る 手 段 を 採 る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 考 案 に か か る ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト に よ れ ば 、 分 岐 ケ ー ブ ル が 支 持 プ レ ー ト を 経 由 し て  
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レ ー ル 部 の 内 側 あ る い は 外 側 上 方 ま で 延 伸 さ れ る こ と に よ り 、 既 存 ケ ー ブ ル の 上 部 を 跨 ぐ  
こ と な く 分 岐 さ せ る こ と が 可 能 で あ り 、 新 規 ケ ー ブ ル が ケ ー ブ ル ラ ッ ク に 配 設 さ れ た 場 合  
で も 、 ケ ー ブ ル 絡 ま り 等 の 煩 雑 化 を 防 ぎ 、 作 業 効 率 の 向 上 に 資 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 考 案 に か か る ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト に よ れ ば 、 ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト が ケ ー ブ ル ラ  
ッ ク の 下 部 に 備 え ら れ 、 且 つ 、 支 持 プ レ ー ト に 落 下 防 止 壁 が 形 成 さ れ る こ と で 、 分 岐 ケ ー  
ブ ル の 余 剰 分 を 支 持 プ レ ー ト へ 載 せ る こ と が 可 能 で あ る と 共 に 、 載 せ た 分 岐 ケ ー ブ ル が 落  
下 防 止 壁 に よ っ て 支 持 プ レ ー ト か ら は み 出 る こ と も な く 、 該 支 持 プ レ ー ト に よ っ て 分 岐 ケ  
ー ブ ル の 目 隠 し も 可 能 で あ っ て 、 外 観 上 の 美 感 に 資 す る 、 と い っ た 優 れ た 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 本 考 案 に か か る ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト に よ れ ば 、 接 続 部 が 支 持 プ レ ー ト の 両 端 か  
ら 鉛 直 上 方 に 延 伸 し て 立 ち 上 り 状 に 形 成 さ れ た 接 続 プ レ ー ト で 構 成 さ れ て い る こ と に よ り  
、 ケ ー ブ ル ラ ッ ク の レ ー ル 部 側 面 へ の 接 続 が 簡 便 と な り 、 ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト の 取 付 ・ 固  
定 作 業 が 容 易 に な る 、 と い っ た 優 れ た 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た さ ら に 、 本 考 案 に か か る ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト に よ れ ば 、 支 持 プ レ ー ト に 開 口 孔 が 形  
成 さ れ る こ と で 、 多 量 の 既 存 ケ ー ブ ル の 存 在 に よ っ て 支 持 プ レ ー ト 上 方 が 塞 が れ て し ま い  
、 分 岐 ケ ー ブ ル が レ ー ル 部 の 内 側 に て 上 方 へ 立 ち 上 が る こ と が で き な い 場 合 で あ っ て も 、  
該 開 口 孔 に 分 岐 ケ ー ブ ル を 挿 通 さ せ る こ と で 、 支 持 プ レ ー ト 下 方 か ら レ ー ル 部 の 外 側 を 経  
由 さ せ て 分 岐 ケ ー ブ ル を 上 方 へ 立 ち 上 が る こ と が 可 能 と な っ て 、 開 口 孔 に よ る 分 岐 ケ ー ブ  
ル の 収 束 及 び 作 業 効 率 の 向 上 に 資 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に ま た 、 本 考 案 に か か る ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト に よ れ ば 、 接 続 プ レ ー ト に 掛 止 フ ッ ク  
が 形 成 さ れ る こ と で 、 レ ー ル 部 の 内 側 上 方 へ 立 ち 上 が っ た 分 岐 ケ ー ブ ル を 該 掛 止 フ ッ ク に  
よ り 掛 止 す る こ と が 可 能 と な っ て 、 作 業 効 率 の 向 上 及 び 分 岐 ケ ー ブ ル の 整 然 収 束 に 資 す る  
こ と と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 考 案 に か か る ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト の 実 施 形 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 に か か る ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト の 使 用 態 様 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 に か か る ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト の 使 用 態 様 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 考 案 に か か る ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト の 使 用 態 様 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 考 案 に か か る ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 考 案 に か か る ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト は 、 支 持 プ レ ー ト と 接 続 部 か ら 成 り 、 ケ ー ブ ル ラ ッ  
ク の 任 意 の 箇 所 に 接 続 部 を 介 し て 取 り 付 け ら れ 、 ケ ー ブ ル 群 か ら 分 岐 し た 分 岐 ケ ー ブ ル を  
支 持 プ レ ー ト 上 に 這 わ せ て レ ー ル 部 ま で 案 内 さ せ る こ と で 、 ケ ー ブ ル 分 岐 作 業 の 効 率 化 並  
び に 美 感 に 資 す る こ と を 最 大 の 特 徴 と す る 。
　 以 下 、 本 考 案 に か か る ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト の 実 施 形 態 を 、 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 尚 、 本 考 案 に か か る ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト は 、 以 下 に 述 べ る 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で  
は な く 、 本 考 案 の 技 術 的 思 想 の 範 囲 内 、 す な わ ち 同 一 の 作 用 効 果 を 発 揮 で き る 形 状 や 寸 法  
、 材 質 等 の 範 囲 内 で 適 宜 変 更 す る こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ は 、 本 考 案 に か か る ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト の 実 施 形 態 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 （ ａ ） 及  
び （ ｃ ） は 全 体 形 状 が 平 板 状 の 場 合 、 （ ｂ ） 及 び （ ｄ ） は 全 体 形 状 が 略 Ｕ 字 状 の 場 合 を 示  
し て い る 。 図 ２ 乃 至 図 ４ は 、 本 考 案 に か か る ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト の 使 用 態 様 を 示 し て お り  
、 図 ２ （ ａ ） は 全 体 形 状 が 平 板 状 の 場 合 の 斜 視 図 、 図 ２ （ ｂ ） は 全 体 形 状 が 略 Ｕ 字 状 の 場  
合 の 斜 視 図 、 図 ３ （ ａ ） 及 び 図 ４ （ ａ ） は 全 体 形 状 が 平 板 状 の 場 合 の 断 面 図 、 図 ３ （ ｂ ）  
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及 び 図 ４ （ ｂ ） は 全 体 形 状 が 略 Ｕ 字 状 の 場 合 の 断 面 図 で あ る 。 図 ５ は 、 本 考 案 に か か る ブ  
ラ イ ン ド プ レ ー ト の 他 の 実 施 形 態 を 示 し て お り 、 （ ａ ） は 部 分 斜 視 図 、 （ ｂ ） は 部 分 断 面  
図 で あ る 。
　 本 考 案 に か か る ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト １ は 、 主 に 支 持 プ レ ー ト １ ０ と 、 接 続 部 １ １ に て 構  
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ケ ー ブ ル ラ ッ ク ５ は 、 レ ー ル 部 ６ と 横 桁 部 ７ に て 構 成 さ れ 、 一 乃 至 複 数 本 の 電 力 ケ ー ブ  
ル や 通 信 ケ ー ブ ル 等 （ 以 下 、 ケ ー ブ ル 群 と い う 。 ） を 載 せ て 使 用 機 器 近 傍 ま で 配 設 す る こ  
と が 可 能 な 部 材 で あ る 。
　 ケ ー ブ ル ラ ッ ク ５ の 下 方 に 備 え ら れ る 横 桁 部 ７ に は 、 は し ご 型 や ト レ イ 型 と い っ た 種 類  
が あ る が 、 特 に 限 定 は し な い 。 ま た 、 ケ ー ブ ル ラ ッ ク ５ の 設 置 箇 所 に つ い て は 、 一 般 的 に  
、 屋 内 外 に お い て 人 や 貨 物 の 通 行 に 支 障 が で な い 天 井 や 床 下 、 壁 沿 い 等 に 設 置 さ れ る が 、  
本 考 案 で は 、 ケ ー ブ ル 群 ２ が 略 水 平 方 向 に 乗 せ ら れ る 設 置 態 様 が 好 適 で あ る 。 さ ら に 、 ケ  
ー ブ ル ラ ッ ク ５ に 載 せ ら れ る ケ ー ブ ル 群 ２ の 本 数 に は 当 然 に 限 定 は な く 、 ケ ー ブ ル ラ ッ ク  
５ の 荷 重 耐 性 の 範 囲 内 に て 適 宜 配 設 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 分 岐 ケ ー ブ ル ３ は 、 ケ ー ブ ル 群 ２ か ら 使 用 機 器 に 必 要 な 一 乃 至 複 数 本 の ケ ー ブ ル 類 を 引  
き 出 し て 分 岐 さ せ た ケ ー ブ ル で あ り 、 当 初 は ケ ー ブ ル ラ ッ ク ５ 内 に て ケ ー ブ ル 群 ２ か ら 分  
岐 し 、 そ の 後 ケ ー ブ ル ラ ッ ク ５ 外 へ 引 き 出 さ れ る 。
　 分 岐 ケ ー ブ ル ３ は 、 図 ２ で 図 示 し た よ う に 、 分 岐 箇 所 近 傍 の 横 桁 部 ７ で あ る 横 桁 部 ７ ａ  
と 横 桁 部 ７ ｂ の 間 に 分 岐 箇 所 が 設 け ら れ た 場 合 、 該 横 桁 部 ７ ａ と 該 横 桁 部 ７ ｂ の 間 隙 に て  
ケ ー ブ ル 群 ２ か ら 分 岐 さ れ 、 レ ー ル 部 ６ の 上 方 又 は 下 方 を 延 伸 し 、 別 系 統 の ケ ー ブ ル ラ ッ  
ク 等 へ 配 設 さ れ た り 、 利 用 機 器 に 向 け 引 き 出 さ れ て 接 続 さ れ る こ と と な る 。 こ の 際 、 分 岐  
箇 所 上 流 側 の 横 桁 部 ７ ａ か ら 分 岐 箇 所 ま で 下 方 傾 斜 状 に 延 伸 さ せ る 態 様 が 好 適 で あ る 。 こ  
の 態 様 を 採 る こ と で 、 分 岐 ケ ー ブ ル ３ と 既 存 の ケ ー ブ ル 群 ２ や 新 規 に 敷 設 さ れ る ケ ー ブ ル  
類 と の 絡 ま り を 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 支 持 プ レ ー ト １ ０ は 、 分 岐 ケ ー ブ ル ３ を 載 せ つ つ レ ー ル 部 ６ ま で 案 内 可 能 な 板 状 体 で あ  
り 、 ケ ー ブ ル ラ ッ ク ５ の 下 方 且 つ 分 岐 ケ ー ブ ル ３ の 分 岐 箇 所 近 傍 に 取 付 ・ 固 定 さ れ る 。
　 支 持 プ レ ー ト １ ０ は 、 ケ ー ブ ル 群 ２ か ら 分 岐 し た 分 岐 ケ ー ブ ル ３ を 天 面 に 載 せ つ つ 、 長  
手 方 向 に 配 設 さ れ て い る レ ー ル 部 ６ ま で 該 分 岐 ケ ー ブ ル ３ を 案 内 す る も の で あ る 。 該 支 持  
プ レ ー ト １ ０ は 、 ケ ー ブ ル 群 ２ の 下 方 に 分 岐 ケ ー ブ ル ３ を 這 わ せ る こ と が 可 能 な 高 さ 空 間  
を 有 し て 、 ケ ー ブ ル ラ ッ ク ５ の 下 方 位 置 に 取 り 付 け ら れ る 。 支 持 プ レ ー ト １ ０ の 長 さ に つ  
い て 、 少 な く と も 両 レ ー ル 部 ６ 間 を 架 け 渡 す こ と が 可 能 な 長 さ を 有 し て お り 、 後 述 の 接 続  
部 １ １ と 合 わ せ た 全 体 長 さ を 横 桁 部 ７ の 長 さ と 同 程 度 と す る こ と で 、 支 持 プ レ ー ト １ ０ の  
両 端 部 を レ ー ル 部 ６ に 当 接 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 ま た 、 支 持 プ レ ー ト １ ０ の 幅 に つ い  
て も 特 に 限 定 は し な い が 、 少 な く と も 分 岐 ケ ー ブ ル ３ が 天 面 か ら は み 出 し た り 下 方 へ 垂 下  
し た り し な い よ う 、 該 分 岐 ケ ー ブ ル ３ 外 径 の 三 倍 以 上 の 幅 に て 形 成 す る の が 好 適 で あ り 、  
ま た 、 支 持 プ レ ー ト １ ０ の 天 面 に 長 手 方 向 へ の 滑 り 止 め 機 能 を 備 え る こ と も 有 益 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 支 持 プ レ ー ト １ ０ の 前 縁 部 及 び 後 縁 部 に は 、 鉛 直 上 方 に 延 伸 す る 所 定 高 さ の 落 下 防 止 壁  
１ ０ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 支 持 プ レ ー ト １ ０ の 前 縁 部 及 び 後 縁 部 は 、 上 方 へ 折  
り 曲 げ ら れ た 態 様 と な っ て い る 。 該 落 下 防 止 壁 １ ０ ａ は 、 分 岐 ケ ー ブ ル ３ の 支 持 プ レ ー ト  
１ ０ 外 へ の 移 動 ・ 落 下 を 規 制 す る も の で 、 支 持 プ レ ー ト １ ０ 上 に 載 せ た 分 岐 ケ ー ブ ル ３ が  
外 方 へ は み 出 そ う と し て も 、 か か る 落 下 防 止 壁 １ ０ ａ に 堰 き 止 め ら れ 、 そ れ 以 上 外 方 へ 移  
動 で き ず 、 支 持 プ レ ー ト １ ０ か ら は み 出 し 落 下 す る こ と が 防 止 さ れ る こ と と な る 。
　 該 落 下 防 止 壁 １ ０ ａ の 高 さ に つ い て 特 に 限 定 は な い が 、 分 岐 ケ ー ブ ル １ ０ ａ の 移 動 ・ 落  
下 防 止 機 能 に 鑑 み る と 、 ケ ー ブ ル 移 動 を 規 制 し 得 る 高 さ 、 例 え ば 分 岐 ケ ー ブ ル ３ の 太 さ 程  
度 と す る 態 様 が 好 適 で あ る 。
　 該 落 下 防 止 壁 １ ０ ａ は 、 支 持 プ レ ー ト １ ０ の 前 縁 部 及 び 後 縁 部 の 全 体 に 形 成 さ れ る も の  
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で あ る が 、 ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト １ の 全 体 形 状 が 平 板 状 を 成 し 、 後 述 す る 接 続 部 １ １ が 支 持  
プ レ ー ト １ ０ と 同 一 平 面 状 を 成 す 両 端 部 に 形 成 さ れ る 態 様 の 場 合 に は 、 該 接 続 部 １ １ の 前  
縁 部 及 び 後 縁 部 も 含 め た プ レ ー ト の 縁 部 全 体 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 と こ ろ で 、 図 １ （ ｃ ） 及 び （ ｄ ） に 示 す 様 に 、 支 持 プ レ ー ト １ ０ に 開 口 孔 １ ３ を 形 成 す  
る 態 様 も 採 用 し 得 る 、 か か る 開 口 孔 １ ３ は 、 分 岐 ケ ー ブ ル ３ を 挿 通 す る た め の も の で 、 支  
持 プ レ ー ト １ ０ 上 に 載 せ ら れ た 分 岐 ケ ー ブ ル ３ を レ ー ル 部 ６ 上 方 へ 延 伸 さ せ る 際 に 、 図 ４  
に 示 す 様 に 、 分 岐 ケ ー ブ ル ３ を 開 口 孔 １ ３ に 挿 通 し て 一 旦 支 持 プ レ ー ト １ ０ の 下 方 に 出 し  
、 そ の 後 レ ー ル 部 ６ の 外 側 を 経 由 さ せ て 上 方 へ 延 伸 さ せ る こ と を 可 能 に す る も の で あ る 。  
通 常 で あ れ ば 、 支 持 プ レ ー ト １ ０ 上 に 載 せ ら れ た 分 岐 ケ ー ブ ル ３ に つ い て 、 レ ー ル 部 ６ の  
内 側 を 経 由 し て 上 方 へ 延 伸 さ せ る 態 様 を 採 る が （ 図 ３ 参 照 ） 、 多 量 の ケ ー ブ ル 群 ２ が 障 害  
と な っ て レ ー ル 部 ６ 内 側 を 進 行 で き な い 場 合 も あ る た め 、 そ の 際 の 代 替 態 様 と し て 必 要 に  
応 じ て 採 用 さ れ る 。 か か る 開 口 孔 １ ３ の 大 き さ ・ 形 状 に つ い て は 、 分 岐 ケ ー ブ ル ３ を 挿 通  
可 能 で あ れ ば 特 に 限 定 す る も の で は な く 、 例 え ば 分 岐 ケ ー ブ ル ３ が ２ ～ ３ 本 挿 通 可 能 な 大  
き さ ・ 形 状 と な っ て い る 。 該 開 口 孔 １ ３ は 、 支 持 プ レ ー ト １ ０ の 一 方 あ る い は 両 方 の 端 部  
近 傍 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 接 続 部 １ １ は 、 支 持 プ レ ー ト １ ０ の 長 手 方 向 両 端 部 に 設 け ら れ 、 所 定 取 付 手 段 に よ り レ  
ー ル 部 ６ の 所 定 箇 所 に 支 持 プ レ ー ト １ ０ を 取 付 ・ 固 定 す る 部 分 で あ る 。
　 接 続 部 １ １ の 大 き さ や 形 状 に つ い て 、 特 に 限 定 は な く 、 レ ー ル 部 ６ に 取 付 可 能 な 形 状 で  
あ っ て 支 持 プ レ ー ト １ ０ を 支 持 可 能 な 構 成 態 様 と な っ て い る 。 例 え ば 、 図 １ （ ａ ） 及 び （  
ｃ ） に 示 す 様 に 、 支 持 プ レ ー ト １ ０ と 同 一 平 面 状 を 成 す 両 端 部 に 形 成 さ れ る 態 様 の ほ か 、  
図 １ （ ｂ ） 及 び （ ｄ ） に 示 す 様 に 、 支 持 プ レ ー ト １ ０ の 両 側 端 か ら 鉛 直 上 方 に 延 伸 す る 接  
続 プ レ ー ト １ ２ を 形 成 す る 態 様 な ど が 考 え 得 る 。 ま た 、 図 示 し て い な い が 、 支 持 プ レ ー ト  
１ ０ の 一 方 の 側 端 に の み 鉛 直 上 方 に 延 伸 す る 接 続 プ レ ー ト １ ２ を 形 成 す る 態 様 、 レ ー ル 部  
６ の 上 端 部 や 外 側 面 を 掴 持 可 能 な 掴 持 部 を 備 え る 構 成 態 様 な ど も 採 用 可 能 で あ る 。
　 接 続 部 ６ に お け る レ ー ル 部 ６ へ の 取 付 手 段 Ｔ に つ い て も 限 定 は な く 、 例 え ば テ ー プ 等 に  
よ る 貼 着 や ネ ジ に よ る 螺 着 、 レ ー ル 部 ６ が 磁 性 金 属 製 の 素 材 で あ れ ば 磁 着 な ど の 常 法 手 段  
を 採 用 す れ ば 足 り 、 こ れ ら 各 種 取 付 手 段 Ｔ か ら 、 設 置 態 様 、 作 業 効 率 等 を 考 慮 し 適 宜 決 定  
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 接 続 部 １ １ が 接 続 プ レ ー ト １ ２ に よ り 構 成 さ れ る 場 合 に お い て 、 図 ５ に 示 す 様 に 、 該 接  
続 プ レ ー ト １ ２ に 掛 止 フ ッ ク １ ４ を 形 成 す る 態 様 も 好 適 で あ る 。 掛 止 フ ッ ク １ ４ は 、 分 岐  
ケ ー ブ ル ３ を 掛 止 す る た め の も の で あ っ て 、 接 続 プ レ ー ト １ ２ か ら 延 伸 す る 略 Ｌ 字 状 の 棒  
状 体 を 成 し 、 レ ー ル 部 ６ の 内 側 上 方 へ 立 ち 上 が っ た 分 岐 ケ ー ブ ル ３ を 掛 止 し て 、 該 分 岐 ケ  
ー ブ ル ３ の 整 然 収 束 に 資 す る と 共 に 、 作 業 効 率 の 向 上 に も 資 す る こ と と な る 。 か か る 掛 止  
フ ッ ク １ ４ は 、 支 持 プ レ ー ト １ ０ の 一 方 の 側 端 に 形 成 さ れ た 接 続 プ レ ー ト １ ２ に の み 形 成  
さ れ 、 あ る い は 、 支 持 プ レ ー ト １ ０ の 両 側 端 に 形 成 さ れ た 接 続 プ レ ー ト １ ２ の 両 方 に 形 成  
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 の 各 構 成 要 素 に よ り 構 成 さ れ て い る ケ ー ブ ル ブ ラ イ ン ド １ の 作 用 に つ い て 、 図 ２ 乃  
至 図 ４ に 基 づ き 説 明 す る 。
　 図 ２ 及 び 図 ３ は 、 分 岐 ケ ー ブ ル ３ に つ い て レ ー ル 部 ６ の 内 側 を 経 由 さ せ て 上 方 へ 延 伸 さ  
せ る 際 の 使 用 態 様 を 示 し て い る 。
　 ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト １ は 、 ケ ー ブ ル ラ ッ ク ５ に お け る 分 岐 箇 所 近 傍 に 取 付 ・ 固 定 さ れ る  
。 そ の 際 、 ケ ー ブ ル ラ ッ ク ５ の レ ー ル 部 ６ と 、 支 持 プ レ ー ト １ ０ の 両 側 に 存 す る 接 続 部 １  
１ と を 、 所 定 の 取 付 手 段 Ｔ に よ っ て 取 付 ・ 固 定 す る 。 分 岐 箇 所 近 傍 に て ケ ー ブ ル 群 ２ か ら  
分 岐 ケ ー ブ ル ３ が 引 き 出 さ れ 、 支 持 プ レ ー ト １ ０ の 天 面 に 載 置 し た 状 態 で 分 岐 方 向 の レ ー  
ル 部 ６ ま で 案 内 さ れ る 。 こ の と き 、 分 岐 ケ ー ブ ル ３ の 長 さ に 余 剰 が 出 た 場 合 は 、 該 支 持 プ  
レ ー ト １ ０ の 天 面 部 分 に お い て 余 剰 処 理 を 行 っ て も よ い 。 レ ー ル 部 ６ ま で 案 内 さ れ た 分 岐  
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ケ ー ブ ル ３ は 、 該 レ ー ル 部 ６ の 内 側 を 上 方 へ 立 ち 上 り 、 そ の 後 、 分 岐 方 向 へ 延 伸 さ れ る こ  
と と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ４ は 、 分 岐 ケ ー ブ ル ３ に つ い て レ ー ル 部 ６ の 内 側 を 経 由 さ せ て 上 方 へ 延 伸 さ せ る 際 の  
使 用 態 様 を 示 し て い る 。
　 す な わ ち 、 レ ー ル 部 ６ ま で 案 内 さ れ た 分 岐 ケ ー ブ ル ３ は 、 支 持 プ レ ー ト １ ０ に 形 成 さ れ  
た 開 口 孔 １ ３ に 挿 通 さ れ る こ と で 、 一 旦 支 持 プ レ ー ト １ ０ の 下 方 に 出 さ れ た 後 に レ ー ル 部  
６ の 外 側 を 上 方 へ 立 ち 上 り 、 そ の 後 、 分 岐 方 向 へ 延 伸 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 の 通 り 、 本 考 案 に か か る ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト １ に よ れ ば 、 レ ー ル 部 ６ の 所 定 箇 所 へ  
支 持 プ レ ー ト １ ０ の 両 端 部 が 取 付 ・ 固 定 で き る こ と に よ り 、 突 発 的 な ケ ー ブ ル 分 岐 工 事 が  
必 要 な 時 で あ っ て も 、 後 発 的 に 分 岐 箇 所 の レ ー ル 部 ６ に 取 り 付 け て 対 応 す る こ と が 可 能 で  
あ り 、 さ ら に 、 ケ ー ブ ル ラ ッ ク ５ の 下 部 に 支 持 プ レ ー ト １ ０ が 備 え ら れ る こ と で 、 分 岐 ケ  
ー ブ ル ３ の 垂 れ 下 が り を 防 ぐ と 共 に 、 分 岐 先 へ 案 内 さ れ る 分 岐 ケ ー ブ ル ３ の 下 方 視 点 か ら  
の 目 隠 し に も な っ て 、 美 感 的 に 優 れ て い る 。 ま た 、 分 岐 ケ ー ブ ル ３ が ケ ー ブ ル 群 ２ の 下 方  
を 通 過 す る 様 に レ ー ル 部 ６ ま で 延 伸 さ れ る こ と に よ り 、 分 岐 後 に お け る 該 ケ ー ブ ル 群 ２ と  
の 接 触 部 分 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が 可 能 と な り 、 既 存 ケ ー ブ ル や 新 た に 敷 設 さ れ る ケ ー ブ  
ル と の 絡 ま り 防 止 に も 資 す る こ と と な る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 考 案 に か か る ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト は 、 分 岐 用 の ラ ッ ク を 使 用 す る こ と な く ケ ー ブ ル の  
分 岐 を 行 う こ と が 可 能 で あ り 、 さ ら に 、 既 存 ケ ー ブ ル と の 絡 ま り を 防 ぐ た め 作 業 効 率 の 向  
上 に 資 す る 。 ま た 、 分 岐 ケ ー ブ ル の 余 剰 等 に よ る 垂 れ 下 が り を 防 止 し 、 且 つ 、 分 岐 が 下 方  
か ら 視 認 さ れ ず に 美 感 維 持 も 可 能 で あ る た め 、 あ ら ゆ る ケ ー ブ ル ラ ッ ク 、 特 に 視 認 さ れ 易  
い 天 井 部 に 配 設 さ れ た ケ ー ブ ル ラ ッ ク に お け る 施 工 ・ 設 置 ・ 分 岐 点 追 加 の 場 面 で 、 本 考 案  
を 有 効 に 利 用 し 得 る も の で あ る 。 し た が っ て 、 本 考 案 に か か る 「 ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト 」 の  
利 用 可 能 は 大 で あ る と 思 料 す る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １     ブ ラ イ ン ド プ レ ー ト
　 ２     ケ ー ブ ル 群
　 ３     分 岐 ケ ー ブ ル
　 ５     ケ ー ブ ル ラ ッ ク
　 ６     レ ー ル 部
　 ７     横 桁 部
　 ７ ａ   横 桁 部 （ 分 岐 箇 所 上 流 側 ）
　 ７ ｂ   横 桁 部 （ 分 岐 箇 所 下 流 側 ）
１ ０     支 持 プ レ ー ト
１ ０ ａ   落 下 防 止 壁
１ １     接 続 部
１ ２     接 続 プ レ ー ト
１ ３     開 口 孔
１ ４     掛 止 フ ッ ク
　 Ｔ     取 付 手 段
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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